
　　　　

7 年 3 月 20 日

9 時 30 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

各季節イベント
外出イベント
誕生日祝い

（別添資料１）

家族支援

保護者面談
関係機関との連携
子育て支援相談等

移行支援

進学先、就労先との情報共有
進学・就労・環境変化に向けての課題表示および実践

地域支援・地域連携

関係機関との連携事項の共有
福祉事業所との連携
区内外の協議会、連絡会への出席

職員の質の向上

採用時研修
継続研修
外部研修

支　援　内　容

外出（信号や歩道の歩き方、グループでの行動の仕方などを身につける）
調理（食への興味を広げる、一緒に食べることの楽しみを感じる、調理器具の使い方を知る）
身辺自立（自分の持ち物の管理、手洗い、検温、衣服や靴の脱着などを日々の中で習得する）

運動・サーキット（体の動かし方を学びながら楽しむ）
公園遊び（公共のルールを守って思い切り体を動かす）
製作（様々な素材を知り、想像力を高める）
感触遊び（素材の変化や感触を確かめ、手先を使うことで巧緻性を高める）

本
人
支
援

送迎、外出（車中や乗降時のルールを守り安全に過ごす）
集会（話す人に注目し聞く、日課の流れを知る、活動内容を理解する、活動のルールを知る）
小集団活動（レクリエーション、自由遊び、戸外活動等）

自己紹介（自分の名前、学校等を伝える）
挨拶（時間、場所に合った挨拶をする）
小集団活動（役割決め、相談、実行）

ルールのあるゲーム（じゃんけんゲーム、カードゲーム、ボール活動等）
買い物（おやつなどを近隣の店に買い出しに行く、お金の計算、支払い等を体験する）
外食体験（レストラン等に行き、社会でのルールを学ぶ）

支援方針

お子さまが安心できる場所で落ち着いて過ごす時間を大事にしています。楽しい時間を過ごす中で、それぞれのお子さまの持っている力を伸ばし、将来の社会的自立を目指します。一人ひ
とりの発達段階やニーズに沿った目標を設定し支援を行っていきます。プログラムには応用行動分析、ソーシャルスキルトレーニング、ティーチプログラムを取り入れています。お子さま
同士や職員と過ごす中で、好きな物、好きなことを見つけ、集団の中でのルールを守りながら楽しめる時間をつくっていきます。事業の実施に当たっては、関係自治体、地域の保険、医
療、福祉サービスとの連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

お子さま、保護者にとって「価値ある居場所づくり」を心がけ、お子さまのコミュニケーション能力の向上や集団性の向上、個別能力の可能性や才能の開放、またご家族のリフレッシュ
等、それぞれの分野において専門スタッフが様々なカリキュラムで支援を行います。

事業所名 グローブ 作成日支援プログラム（放課後等ディサービス）


